
第12回 島熊山能面祭及び桜能 第6回 豊中駅前バル 曽根サマーフェスティバル2018

（島熊山能面祭実行委員会） （豊中駅前バル実行委員会） （曽根サマーフェスティバル実行委員会）
助成額：950,000円 助成額：500,000円 助成額：762,000円

これまでの能面祭に加え、「島熊山桜能・葵上」と題し

て、能面祭の受賞作品を使用しての能舞台を催しまし

た。今後もより良い企画で進めていきます。

6回目の開催ということで、認知度も高くなり、秋の一大

イベントとして浸透してきました。今後も新たな企画を加

えながら、参加店舗、団体とともにまちの魅力を発信し

ていきたいと考えています。

今年度は、新たに企画ブースを設けるなど、一層の集客

を図り、12,000人の来場者がありました。また、本委員

会の直営店を拡大しましたが、天候不順が影響するな

ど、売上増加に反映しませんでした。今後の課題は、収

益基盤の強化です。

豊中市の玉手箱～待兼山に息づく宝たち

～

Guitarsnaps Festival 2018 お茶の間オーケストラ～高齢者と音楽家による

即興的音楽創作プログラム実施と発信～

（大阪大学21世紀懐徳堂） （ギタースナップスフェスティバル実行委員会） （公益財団法人日本センチュリー交響楽団）

助成額：637,000円 助成額：1,000,000円 助成額：444,000円

昨年度に引き続き、待兼山を舞台とした市民と大学の

新たな交流の創出として、イベントの開催やフリーペー

パーを作成しました。今後は、豊中市と大学とのつながり

をフォーカスした内容を盛り込んでいきます。

ギタースナップ（写真）の展示に加え、ミライギターの制

作、ボードマルシェ、こどもローソンなど多くの新企画で会

場はにぎわいました。また、本イベントの前段階として多く

のワークショップやギター練習などの場を設け、人とのつな

がりを構築しました。今後とも継続できるよう事業を行い

ます。

現役世代と高齢者などの交流が生まれ、新たなコミュニ

ティが形成されました。また、シンガポールからアート分野

の研究者と高齢者を受け入れ、その様子を報告書とし

てまとめられ、世界へ向けた発信につなげます。

庄内つくるオンガク祭2018 SHOW-NIGHT GINZA★ナイトマー

ケット

ロマチカイルミネーション事業

（一般社団法人 タチョナ） （SGN実行委員会） （ロマチカイルミネーション協議会）

助成額：1,000,000円 助成額：271,000円 助成額：350,000円

庄内の商店街で定期的にワークショップを実施し、コン

サートも開催。子どもたちやコンサート鑑賞者にとっては

未体験の音楽に触れることにより、既成概念がとは違っ

た視点が生まれた。

外国人観光客が訪れて楽しんでもらえるようなナイト

マーケットを8月、11月の計2回開催しました。ターゲット

である外国人の来場者は10％程度であったため、今後

は広報の手法の見直しや企画の充実を図ります。

ロマンチック街道沿いの事業者との連携やつながり強くな

り、地域住民からの反響も大きかった。今後はエリアの拡

大、点灯期間の延長を目指します。

子供達が主役のJAZZ演奏会
せんちゅう芝生　Night　Theater

（Aiko　Friends） （せんちゅう芝生NightTheaterプロジェクト）

助成額：300,000円 助成額：318,000円

10回以上のワークショップを重ね、子どもたちが音楽とい

うコミュニケーションツールを使って自己表現する場を提

供し、保護者等に高い評価を受けました。今回は初め

ての開催ということもあり手探り状態で、計画にも甘さが

ありました。今後は計画を綿密に行い、収益確保の手

段などを図っていきます。

野外での映画鑑賞ができる本プロジェクトは、多くの

人々でにぎわいました。PRについては、新聞の折込や地

域情報誌への掲載、ツイッターなどのSNSで積極的に行

いました。今後は認知度を高め、協賛金増加を図りま

す。

※13の事業が採択され、11の事業を助成しました。２つの事業については、申込団体の都合により中止になりました。

☆★☆11の事業を助成しました☆★☆
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